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In the midst of unstable employment and an aging population, the issue of poverty has 
been growing since the 1990s. At the same time, however, the social security system has 
lost sight of its original object, and it has become a system unable to stop poverty. Amid 
this, with the work of medical social workers (MSWs) inclining towards discharge 
assistance, social scientific awareness of the subject is becoming sparse. 
 
The aim of this research is, first, to define the subjects of medical welfare since the 1990s, 
which were a turning point for daily living, social security, and social welfare practice. 
With discharge assistance becoming the central task of MSWs, regulations for medical 
welfare are required based on that reality. This study defines the object of medical  
welfare and comprehensively examines the awareness of today’s MSWs, the actual living 
conditions of their aid recipients, and trends in the daily lives of people and social 
security. Secondly, it calls attention to the subject of medical welfare and the reality of 
health and medical institutions with regards to the methodology of medical welfare 
assistance. 
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の生活構造の把握と実践の展開を提言している。 
 
以上の評価を踏まえ、審査委員会では「博士学位論文の審査基準と審査項目」に基づいて、
本論文に対して以下にあげる評価をおこなった。 
審査項目１ 
本研究は医療福祉の対象及び医療福祉のにない手であるMSWの業務を分析し、医療機関
における生活実態調査の結果から、医療福祉の対象は、低所得貧困問題を中核とする「疾病
をともなった」生活問題であることを示している。筆者の問題意識は一貫して明確であり、テーマ
にも妥当性がある。 
審査項目２ 
本研究は量的・質的調査を実施し、データの統計的分析・個別事例の分析を行っている。そ
の結果の詳細な分析・検証作業から、医療福祉の対象を明らかにしている。調査結果から得ら
れた知見を基に、対象者の生活問題を捉える方法の枠組みとして、生活アセスメントによる援
助対象者への生活構造の把握と実践の必要性を提言している。設定されたテーマにふさわしい
方法であり、全体もその方法によって統一されている。 
審査項目３ 
本研究に関係する国内外の研究、社会福祉学を中心とする先行研究を参照しており、先行
研究の意義と限界についても丁寧な整理がされている。 
審査項目４ 
生活実態調査の実施と分析に多大な努力が払われ、その分析結果を論文の中核として用い
ている。調査はオリジナルな資料であり、社会福祉研究としても価値がある。学術論文としてふ
さわしい研究の展開およびスタイルとなっている。 
審査項目５ 
論文では、問題の所在の提示と研究目的、研究の背景となる我が国の国民生活と社会保障
の特徴等の分析、先行研究の検討を踏まえたうえで研究方法が設定されている。3回にわたる
調査結果を踏まえたうえでの医療福祉の対象規定・提言、今後への課題の提示が、論理的か
つ整合的に展開されている。 
審査項目６ 
論文は医療福祉に対する研究として、既存の資料に限ることなく、オリジナルな調査を実施し
成果を公表している。社会福祉研究として積極的な意義をもつものといえる。惜しむべきことは
海外の参考文献数、海外のMSWに対する言及及び調査対象医療機関が限定されていることな
どがあげられる。さらに継続的な研究の必要性が今後への課題として残されている。 
審査委員会は以上の審査基準を踏まえたうえで、本論文が博士学位論文（学術）にふさわし
い水準に達しているとの結論し、全員一致で合格と判定した。 
 
